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講演＆ワークショップ（7/4）
大曲南中学校（秋田県大仙市）
全校生徒

東北地方ESD活動支援センター

東北モデルプログラム

「ワールド・気候スタディズESD/SDGs」

プログラムの振り返りと
意見交換（8/1）

オンライン交流授業（10/26）
大曲南中学校 3年生29名
セントルイス中学校（キリバス共和国） 2年生

聞く 話し合う 整理 評価 話す 考える知る

【成果】 ●生徒の行動変容
●「気候変動教育」の視点の整理

●ネットワークの強みを生かした「東北」の連携
学校、地域ESD拠点、ESD実践者、東北センター企画運営委員 2



○関東地方ESD活動支援センター

気候変動による影響と対策に関する、学びと実践

【成果】中学生にとって、気候変動問題は、自分ごと化しづらい面もあるが、自分たちの住む地域の土地の成り立ち（縄文
時代の気候変動）という、身近な話題によって関心を持たせ、その上で、ハザードマップを用いて具体的な水没危険個所の
把握、さらには実際に中学校が避難所になることを想定した「避難所開設訓練」を自治会の方も参加して実施できた。

身近な地域に潜む、水害リスクのある場所
と、その理由を理解し、防災リテラシーの必
要性を理解する。

気候変動による、水害リスクの増大に
ついて理解する。

ハザードマップについて
（講師：流山市役所

防災危機管理課）
洪水ハザードマップの見方、危
険箇所の解説をしていただき、
市内で水害リスクが高い場所、
災害時の対応、避難所につい
て理解する。

地域の地形の成り立ちを知る
（講師：流山市立博物館 学芸係長）

探究：自分の興味のあるテーマ
で深掘りする
関心を持ったテーマについて探究することで、
気候変動、防災リスクを「自分ごと化」する。

夏季課題

避難所開設訓練 流山の災害
リスクを理解し、その上で、発災時にでき
ることを、リアリティを持って体験する

フォーラム
自分が一連の学習を通じて学んだことを
発表することで、学習内容が腑に落ちる。

↑↓吉川副センター長講演資料
出典）A-PLATイラスト素材集

地球規模課題：気候変動
地域固有の具体的な防災上の危険個所と、
その理由を理解する講師：

国立環境研究所
気候変動適応センター(CCCA)
吉川副センター長

約6,000年前は年平均
で、今より1～2℃気温が
高く、関東地方では海面
が今より2～4m高かった

縄文の遺跡は、水害を
受けにくい高台にある

地域課題：防災

これらの外部講師による講座や、体験、探究を通じて、気候変動の影響、地域の地形と危険
な場所、避難所の運営などについて理解し、自ら考え行動できる人材を育成したい。

6/30（木）

実施場所：千葉県流山市立東部中学校

7/8（金）

11/11（金）

自治会の方と
合同で、簡易
ベッド、トイレ
の設営、誘導
などの訓練を
実施。
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準備

• ワークブック関連知見

の収集と分析

• 学びあいの場プロ

ジェクトの実施計画

学びあいの
場の開催と
研究会

•学びあいの場①の開催

（8/25）

・学びあいの場②の開催

（9/1）

•第1回研究ワーキング

（6/21）全体計画とワー

クブック改善の方向性

•第2回研究ワーキング

（9/26）学び合いの場実

施の振り返り、実践活動

の計画

社会ESD
実践活動

•SDGs社会教育実践

セミナーの開催

（11/25）

全国ESD
フォーラム
（12月）

• 全国フォーラムへの参加

（12/10）

•第3回研究ワーキング

（12/20）ワークブッ

クブラッシュアップ

ワークブック

試行版のと

りまとめ

• ワークブック内容のと

りまとめ

• 試行版の公開

中部地方ESD活動支援センター

地域づくりのための気候変動社会教育

【成果】

オンラインセミナー2回（第1回60人、第2回61人参加）
気候変動ワークショップ（会場30人、オンライン21人参加）
専門家による研究会3回の議論とワークブック編集（予定）

～5月 6-10月 1月～3月頃11月 12月

目次（案）

はじめに

１．ローカルSDGs実現のための人づくり「SDGs社会教育」が必要なわけ

２．「SDGs社会教育」の学習目標～どんな人になってほしいか

３．実践方法を考える～中部地方の実例から①

４．実践体制をどのように構築するか～中部地方の実例から②

５．具体的に実施してみる～中部地方の実例から③

（1）海岸ごみからSDGsを考える

（2）気候変動教育をまちづくりに活かす

６．実践効果をどう考えるか 具体的な測定方法

現場から学ぶ！SDGs人材育成ワークブック
企業研修／生涯学習／地域づくりSDGs社会教育・学び合いヒント

学び合い①②講師陣
江守正多 東京大学未来ビジョン研究センター教授
木原浩貴 総合地球環境学研究所客員准教授
杉山範子 名古屋大学大学院環境学研究科特任准教授

ワーキンググループ
古澤礼太 中部大学国際ESD/SDGsセンター准教授
水上聡子 アルマス・バイオコスモス研究所代表
堺 勇人 一般社団法人 環境市民プラットフォームとやま事務局長
原 理史 中部大学国際ESD/SDGsセンター研究員（非常勤）
ゲストアドバイザー 佐藤真久 東京都市大学教授
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脱炭素社会の実現に寄与するライフスタイルを促す
ESD学習プログラムの創出

★学校と拠点が授業のねら
い・想いを共有することで
効果的な連携につながっ
た。
★参加者同士の意見交換・
学び合いを生かして学習者
の行動化を促す実践にブ
ラッシュアップできた。

【実践者】 ★拠点は共に地域ESD拠点

①比叡山高等学校 /滋賀県地球温暖化防止活動推進センター

②箕面自由学園小学校 /林野庁近畿中国森林管理局箕面森林ふれあい推進センター

【参加者】学校教員、地球温暖化防止活動推進員、
地域ESD拠点、社会教育施設、企業、学生等

【講師】奈良教育大学ESD・SDGsセンター

学校教員が拠点のプログラム（出前講座）を活用した「ESD学習指導案」を作成・実践

授

業

実

践

①高校家庭科

風呂敷から考える

持続可能な未来

②小学校理科

「流れる水のはたらき」から

森林の役割や環境保全を考える

1回 2回 3回 4回 5回

5



中国地方ESD活動支援センター

ESD for 2030の担い手育成及び地元情報誌と連携した成果の可視化・発信

【成果】

しまね海洋館
アクアス

【地域ESD拠点】

エコサポしまね
（中間支援組織）

中国地方ESDセンター
・EPOちゅうごく

一般社団法人
イワミノチカラ
【いわみん発行】

大学生
（島根県立大学）
【レポーター】

浜田市
（環境課）

石見ケーブル
ビジョン

NPO・市民団体

体験活動指導者
（地元協力者）

公民館
（社会教育主事）

有識者
（島根大学）

事業者

市
民
・S

D
G
s

やE
S
D

に

関
心
の
あ
る
主
体

SDGsカフェの開催
＊SDGs・ESDの理解
＊学びあいと交流
＊体験プログラムの開発・実践

情報誌「いわみん」
等を通じた発信や
ESDプログラムの
参加者募集

SDGsカフェの参加

「釣ったら分かる
いわみのSDGs」の
ESDプログラムの
提供・体験

ESDの担い手の育成 ESDの学び手の育成

ESDの担い手及び学び手の育
成、そのプロセスや成果の発
信

身近な海の生物多様性や海洋
資源の持続可能な利用の理解

マルチステークホルダーに
よるESD実践機会の創出 6



対 象

四国ESDセンター

四国ESDバーチャル大学 〇〇×気候変動教育

【成果】
● ｢いつでも・どこでも・誰でも｣ESDに触れ、気軽に学べる場を提供。
● 地域ESD拠点を含む、四国におけるESD/SDGsツアーの可能性を検討し、「ESDを商品化する」ことの意義、ツアーと気候
変動へのつながりを参加者間で共有することができた。

目 的
ESDについての理解を図りながら、この四国ESDバー

チャル大学を基幹に地域ESD拠点と連携することで、

地域とつながるESD・SDGsツーリズムの促進、気候変

動教育との連動など、具体的なプロジェクトの実現を

目指し、地域から社会変容を促すこととする。

テーマに関心のある全国の地域ESD拠

点関係者、関係NPO/NGO、企業、ESD

実践者、一般

暮らし×気候変動教育
断熱で暮らしはどう変わる？！

ワークショップで実践！
気候変動への関心の高まりの中、私たちにで
きることは何でしょうか。今回は「暮らし」
から持続可能な四国について考えることを
目的とし、中でもその効果がわかりやすい
「建物の断熱」について、勉強会と実践
（ワークショップ）を行います。
ワークショップでは天然木から作られた木繊
維断熱材を使います。

◆講師紹介 松浦英人さん（東みよし町建設課課長補佐）
２００５年より、徳島県の東みよし町観光担当を

１１年間務める中、いなか暮らしを体験型観光で

ブランディングし、「一般社団法人そらの郷」を

設立。「にし阿波観光圏」や「世界農業遺産」認定

にも関与。また、阿波踊り連長として、グローバルな伝統芸

能交流による地域のシビックプライド醸成への取り組みを

推進。その後、そらの郷に出向し、課長兼マネジメントリー

ダーとして、世界農業遺産を背景とするSDG4.7(ESD)

に軸足を置き、修学旅行や、東アジア・欧米豪を中心とした

訪日教育旅行の受入れ拡大に努める。

当日の
様子

講師や話題提供は
地域ESD拠点の
みなさん！

今後のお知らせ

木材の利用がサステナブル
で健康な暮らしの実現につ
ながることから、気候変動
教育についても話し合う機
会とします。
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○九州地方ESD活動支援センター

学 び の ス テ ッ プ に 応 じ た S D G s の 活 用 × 地 域 ぐ る み の E S D 活 動 推 進 に 向 け て

中学校における S D G sを活用したキャリア教育

【成果】
公立中学校の総合的な学
習の時間における、SDGs
を活用したキャリア教育
（全学年／２年間）の取
組を通して、カリキュラ
ムの段階に応じて<入門
>→<基礎>→<展開>・<応
用>とSDGsを効果的に活
かすモデルパターンの構
築を図った。

●２年間の主な支援活動（R3～4年度）

どの学年からでも始められ
る・反復も効果的な入門・

基礎プログラム

既存の職業学習にSDGsの視
点を導入、SDGsでつなげ
る・ひろげるアドバイス

コロナ禍で流動的な学年行
事には臨機応変な対応
修学旅行は素材の宝庫

地域コーディネーターによ
る効果的な外部リソースの

活用

SDGsを活用した
キャリア教育のポイント

地域ぐるみの
ESD活動推進
地域コーディネーター

地域ESDネットワークの形成支援

九州地方ESD活動支援センター

持続可能社会に向けた人材育成

•SDGsを介

した企業

の巻込み

•メディア

による発

信支援

企
業
連
携

•SDGsを活

用した教

育実践の

研修

•カリキュ

ラムへの

助言

教
員
研
修

<

入
門>

生
活
・
暮
ら
し
の
課
題
探
し

生
活
の
中
に
あ
る
身
近
な
課
題
を
知
る
。

<

基
礎>
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
礎
を
知
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
必
要
性
・
重
要
性
に
気
づ
き
基

礎
を
学
ぶ
。
必
要
に
応
じ
復
習
。

<
展
開>

職
業
調
べ
・
キ
ャ
リ
ア
学
習

働
く
こ
と
の
重
要
性
の
意
識
づ
け
。

<

応
用>

 

職
業
体
験
・
修
学
旅
行

職
業
を
通
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
貢
献
を
学
ぶ
。

修
学
旅
行
先
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
探
し
。

ＳＤＧｓの視野をもった
キャリアプランニング能力形成

当初ニーズの
アップデート
（R2.12）

SDGsを活用した
キャリア教育へ

の転換

教職員研修vol.1
による意識づけ

（R3.4）

学年ごとでの試
行錯誤

教職員研修vol.2
での掘り下げ
（R3.8）

ワークショップ
形式SDGs学習の
導入（R3.5）

全国フォーラム
での発信
（R3.12）

教職員研修vol.3
（R4.4）

学年ごとでの活
用と展開

教職員研修vol.4
（R4.8）カリ
キュラム実践例

2年間の取組をも
とに、モデル化

専門家

自治体
教育委
員会

地域
団体

メディ
ア
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